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判定記号の説明

Ａ：異常なしＡ１：ほぼ正常Ｂ：再検査不要Ｃ：要経過観察Ｄ１：要再検

Ｄ３：３ヶ月後再検Ｄ６：６ヶ月後再検Ｅ：要精検Ｆ：要医療Ｇ：要治療継続
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氏名 受診日 個人ID

【今回の問診内容】

50190：既往歴

【自覚症状  問診】

50250：自覚症状

項目 単位･基準値 今回 前回 前々回

そ
の
他

1

健 康 診 断 結 果 報 告 書

**受診_氏名　様 **健診_予定日 **健診_受診者ＩＤ
血　　液　　検　　査　　要　　約　　表項目 判定

血
液
一
般

白血球数
白血球は、病原菌などから体を守る働きをする為、体に病原菌が入ったり炎症が起きている場合は増加します。白血
病では、異常に増加します。

貧血の検査によく用います。不足すると、酸素の運動能力が落ち、細胞が酸欠状態になります。350万以下なら貧血
です。

血液中に血球成分がどのくらい含まれているかという比率のことで、貧血の診断によく用いられます。30％以下なら貧
血です。

血色素（ヘモグロビン）の量を調べて貧血を知る検査。低色素性貧血という診断がされます。１０ｇ/ｄℓ以下なら貧血で
す。

3

項目 内                                        容
2

6
赤血球数

5

4

8
ヘマトクリット

（Ht）

7

10
血色素量

（ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝ・Hb）

9

動脈硬化など成人病の目安となるのがコレステロール値。高脂血症・高血圧・肥満・糖尿病・痛風・喫煙・ストレスなど
関係があります。12

血
液
脂
質

総コレステロール
（T-Cho）

11

中性脂肪
（ﾄﾘｸﾞﾘｾﾗｲﾄ・ＴＧ）

中年以降気になる皮下脂肪の主成分がこの中性脂肪で、高い方は動脈硬化・脂肪肝など引き起こす原因になります
ので、食生活に注意が必要です。14

13

動脈硬化を予防する「善玉コレステロール」と言われ、肥満・運動不足・タバコの吸いすぎで、数値が下がります。
16

ＨＤＬコレステロール

動脈硬化の原因となる「悪玉コレステーロール」と言われ、数値が高い方は動脈硬化、心臓疾患、脳梗塞等を引き起
こす原因になりますので、食生活に注意が必要です。18

ＬＤＬコレステロール
17

15

クレアチニンは腎臓から排泄される老廃物の一種で、腎臓の働きが低下すると血中のクレアチニンが増加します。
20

腎
機
能

クレアチニン
（ＣＲＴＮ）

19

尿酸
（ＵＡ）

主として痛風の診断の為の検査です。異常値の方は、医師と相談し、食生活の改善が大切です。
22

21

膵臓の病気を調べる代表的な尿検査です。
25

血清アミラーゼ 膵臓の病気を調べる代表的な検査です。アミラーゼとは糖質の分解に欠かせない消化酵素の一つです。
24

膵
機
能

23

27

26
尿アミラーゼ

重要な糖尿病検査項目の一つです。糖尿病は検査を定期的に受けながら治療していく病気である事を理解してほし
いです。28 糖

尿
病

血糖

判定 項目 今回 前回 前々回

ＨｂＡ１ｃ
糖尿病のコントロール度を調べる検査の一つです。検査前1・2ヶ月以内の糖尿病のコントロールが不良だと高値を示
します。

30

29

GOT
肝機能をみる最も一般的な検査の一つで肝臓の障害をみます。肝炎・肝ガン・心筋梗塞・筋ジストロフィーなどの目安
になります。

GPT
肝機能をみる最も一般的な検査の一つで肝臓の障害をみます。肝炎・急性肝炎では高い数値は出るが慢性肝炎で
はそれほど高くない。

総蛋白
（TP）

肝臓の作業能力の程度を調べる検査の一つです。

アルブミン 血漿の浸透圧を維持する為に重要なタンパクで肝臓で合成されています。

肝
胆
道
系

【健診報告　問診既往歴】

総ビリルビン

アルコール性肝障害を起こしている人は、ほぼ全員に増加がみられます。

ＡＬＰ 肝・胆道疾患だけではなく、骨の病気・妊娠・高脂肪食後および一部のガンなどに上昇が見られます。

ＬＤＨ 急性肝炎の初期や肝臓への転移ガンでは上昇度が著しくなります。

γーGTP

ＨＣＶ
（Ｃ型肝炎ウイルス）

この抗体が存在する場合は、将来、肝障害を引き起こす確率が高くなります。

肝臓病の症状である黄疸を識別する検査法です。

ＨＢｓ抗原抗体
Ｂ型肝炎の診断は主としてＨＢｓ抗原の検出によりわかり、一過性のＢ型肝炎の治療判定はＨＢｓ抗体の検出によりま
す。


